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From the Department of Urology, Shiga University of Medical Science
   We report u case of urachal carcinoma with elevated serum carcinoembryonic antigen (CEA) 
level in a 36-year-old man. En bloc resection was performed. The production of CEA was 
proved histologically. The level of serum CEA returned to the normal value after operation. 
Seventeen postoperative months the level of serum CEA was noted to be elevated again, and 2 
months later symptoms appeared and tumor recurrence was revealed on computer tomographic 
scan. Radiotherapy and chemotherapy were done without any noticeable response. He died of 
tumor progression. In our case, serum CEA gave useful information as a tumor marker. It 
showed specificity for the tumor and helped evaluation of tumor resection as well as detection of 
tumor recurrence. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 35: 1065-1068, 1989) 
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緒 言
尿膜 管 癌 は,比 較 的 稀 な疾 患 と され て きた が,近 年
本 邦 で も多 くの 報告 が あ り,200例以上 に 達 す る且・2).
今回 わ れ わ れ は,血 清carcinoembryonicantigen
(以下CEAと 略 す)上 昇を 呈 した 尿 膜 管 癌 の1例 を
経 験 した の で,腫 瘍 マ ー カー と して のCEAの 意 義,
































部腹膜 ・腹壁お よび 正中膀靭帯を含めた膀胱部分切
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Fig.3.HistologystainedH&E,×200
でいた(Fig.3).また酵素抗体法によるCEA-PAP染























は やや 軽 減 す る も持続 して い た.さ らに11月肺 転 移 が
み られ た 。 この た めVCR,PLM,MTX,CDDP,
ADMを 用 い た 化 学療 法 を3コ ース 実 施 し た.こ の
間,血 清CEAは,34～39ng/m1と 高 値 で あ った,
左下 肢 痛 は軽 減 した が,新 た に 膀 胱 刺激 症 状 が 出現 し
た.そ の 後,腫 瘍 が 増 大 し1986年10月死 亡 した.病 理




















れ,今 後血清CEA上 昇を示 す尿膜管癌の報告が増
える可能性がある.










局在が確認 され た.腫 瘍マーカーの第2の 条件 とし
て,血 清CEA値 よ り治療 の効果判定が可能なこと
である.大 腸癌症例では,血 清CEAの 治療効果判
定に関 して,い くつかの報告がある.大倉ら16)は,急
激な組織破壊 に よる一時的な血清CEA上 昇が出現
することがあるとし,またMackら17)は,術後数週
間腫瘍から産生されたCEAが 血 中に存在す る とし
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では外来通院中,症 状発現2ヵ 月前 に血清CEAが
上昇 し,尿膜管癌の再発または転移が予想された.し
か しすぐにCTス キャンを実施す るも腫瘍は確認で
きず,結果的には症状発現後にCTス キャン にて再








治療 として骨盤内 リンパ節郭清術を 含めたenbloc
cystcctomyを推奨している18).自験例では,手術後1



















前血清CEAが 高値を示 したが,摘 出標本より酵素
抗体法にて組織学的にも腫瘍内にCEAの 局在が証
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